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タイの「ビルマウルシ」

学名：Me/anorrhoeausitata WALL. 

［ウルシ科 Anacardiaceae] 

英名： Bumヽesevarnish tree 

タイ北部チェンマイの市場でウルシ製品を見た。現地で

は、先住民族のタイ・ヤイ族が生ウルシを採取、伝統的な

製法で各種の用具や民芸品等を生産し、地域経済の一端を

担っ ている。

実状では、当地のウルシは、中国産ウルシが日本ウルシ

の低級品の代替や下塗り用となるのに対し、品質が劣るた

め日本産のウルシの代替にはならないそうだ。ゴム質が多

い特性を生かした利用法はないものか。

（第一事業部 岡田幸久）
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上lこ
持続可能な森林経営に関する最近の動向

I 1．はじめに
92年の国辿環瑳開発会議（UNCED)から 6年

近く経過して、持綺可能な森林経営に関する具

体的な取り糾みが国内外で莉実に進炭してきて

いることは、ご承知の通りである。一部では、

昨年6月の国辿特別総会 (UNGASS)にて、い

わゆる「森林条約」政府間交渉委員会の設囲に

関しての合なが得られず、新たに設置された森

林に関する政府間フォーラム (IFF)は同10月の

第一回会合で、まず国際的な取り決めやメカニ

ズムの有すべき項日について確認を開始するこ

ととなったところ、持続可能な森林経営に向け

た努力が停滞するのではとの環境団体等の分析

もあるが、そう簡単に判断する必要はなさそう

である。地域聞グループによる持続可能な森林

経常に関する基準 ・指標づくりは着‘夫に現場で

の実証へとプロセスが進んできているし、総証

（持続可能な森林経営が行われている証明）．

ラベリング（その森林から生産された木材 ・木

材製品にラベル等を貼ること）は、民間企業の

環税配應戦略としてその規格の適用を受けるメ

リットを提供し始めている。

I 2．欧州での動向
欧州での温帯林および亜寒滞林の取り 扱いに

関する基準 ・指標の作成協議グループであるヘ

ルシンキ・プロセス（参加国数 ：38)では、 94

年に作成された基準 ・指標をベースに森林計両

と森林経党作業手法に関するオペ レーショナ

ル ・ガイド ラインの作成に関する協議をここ 2

年1:ll行い、この 6月にリスポンで開催される欧

州森林保護閣僚会議にて採択する迎びとなった。

このガイドラインは、各国が有する森林政策

にあくまでも補完的なものであり 、現場作業に

視点をおいた夷際的、かつ利用者に優しいもの

と規定されている。協議には各国の代表、国際

機関、国際的NGOに加えて、CEPF(Confedera-

tion of European Forest Owners), COP A 

(Committee of Agricultural Organization in 

EC), ELO (European Landowners Organiza-

tion), EOMF (European Observatory of 

Mountain Forest)等の民間森林経営者団体が

オブザーバー参加しているが、加盟国以上にそ

の立場を和極的に主張している背景・には、採択

されるガイドラインを実施可能な物とし、かつ

着共に迎守していこうという姿勢が感じられる。

13.アジア・太平洋地域での動向

2年に一阿の割合で開催されるFAOのアジ

ア ・太平洋森林 ・林業委員会がこの2月下旬に

インドネシアで開催された。地域間グループと

しての持続可能な森林経営に査する活動の具体

的なイニシアテイプとして、 2年前の前回会合

にて決定されたアジア ・太平洋地域の森林 ・林

業セクター長期見通しがほぼ出来あがり、森
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林 ・林業セクターの現況 ・傾向の分析と2010年

までの動向 • 発展予測が取りまと められた。 委

員会で加筆 ・修正コメントを踏まえてここ数ヵ

月の内に出版される運びとなった。この地域で

の持続可能な森林経営に関する新たなる施策 ・

プログラム作成、地域内での協調 ・協力のあり

方、林産物生産および貿易の予測等幅広い活用

が期待されている。

同様に、前回の会合決定にて作成作業が開始

されたアジア ・太平洋地域の森林伐採に関する

作業規範については、今回会合にて採択され、

各国、特にそのような伐採作業規範（または、

それに相当する物）を有していない国において

は、この地域規範を準拠して国としての伐採作

業規範を作成するよう勧告された。また、伐採

現場における具体的な作業マニュアルやその研

修マテリアル等についてもこの作業規範をベー

スに作成されるべきことが、併せて勧告された。

14.考察

欧州での森林計画作成および森林経営作業

（いわゆる造林・収穫作業全般を対象としてい

る）手法に関するオペレーショナル ・ガイドラ

インの作成と、アジア ・太平洋地域の森林伐採

に関する作業規範の作成は、共に法的な拘束力

を有する合意ではないが、森林 ・林業に関係す

るすべてのセクターがポランタ リーに検討し、

採用していくことが望まれている。それぞれ、

林野庁計画課 海外林業協力室

課長補佐 永目 伊知郎

適用すべき対象地域は、欧州、アジア ・太平洋

となっているが、特に海外での事業展開を行っ

ている民間企業や民間ベースでの森林 ・林業関

連の支援事業を行っているNGO等におかれて

は、このような地域間グループでの持続可能な

森林経営達成に向けた取り組みに関して、自ら

の戦略 ・アプローチの中に取り込んでいくこと

が肝要であろう 。

一方、持続可能な森林経営に関するフィール

ド・レベルでの取り組みの一つであるモデル森

林のアプローチについては、国内での調査 ・実

証に着手すると共に、国際的な意見交換の場と

して、この 3月10-12日に束京でモデル森林の

推進に関する国際ワークショップ第一回会合が

開催されたところである。紙面の関係で詳細を

報告することが出来ないが、持続可能な森林経

営のための基準 ・指標フィールドでのモニタリ

ング手法開発や、多様で複雑な森林の機能を最

大限に発揮し、それに関するニーズを充足させ

るための参加型計画立案と施業の実施方策の一

助としてのモデル森林の取り組みの重要性が確

認され、その国内外での実施お よび支援の重要

性が勧告された。

この取り組みについても、国有や公有林を対

象とするに留まらず、民有林についてもある一

定の流域を単位としつつ、取り組んでいくこと

が望まれており、企業としての取り組みの検討

が期待されているところである。
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モントリオ開発株式会社

マレーシア ・ジェリ農場長 オ好各 泰臣F

マレーシア・ケランタン州（東満岸）におけるクチナシ目培事業

〇 事業の背景

「マレーシアでクチナシをつく っていま

す」 と古うと、大半の人は「い ったいク

チナシを何に使うのですか？」と尋ねて

くるのが祁；である。

クチナシは、初夏に甘い香りのする臼

い花を咲かせる常緑の小潅木で H本の庭

先で普通に見られる植物だが、その利用

となると多くの人には馴染みの博いもの

なのだろう 。果実は古米より賛色に着色

する染料として使用されてきた。実の方

は日本薬局方にも載っているれっきとし

た漢方薬で、消炎 ・鎖痛作用がある。着

色面では現在クリキン トン、インスタン

トラーメンなど多くの食品に使われてお

り、色索用と薬用あわせて日本でのクチ

ナシの年間需要拡は乾燥重iitで400トン

前後あるものと推定される。この黄色色

索にある種の酵索を加えれば行色の色索

が作り出せる。

欧米人が鼻で食欲を感じるのに対し日

本人は目で感じるとはよくいわれるとこ

ろだが、日本料理の盛りつけの美しさ、

また、店頭での食品個々の見栄えのする

姿を思い浮かべれば納得できないことは

ない。

スーパーや コンピニエンスス トアーの

普及 もこの基調に力をかしている。 消喪

者がj構入時に商品を直接手にとり品定め

ができるようになれば、 一つひとつの商

品の品質に限らず視党に訴える部分も大

きくなるのは 当然で、特に加工食品の場

合、食品川の色索の利用は不可欠とまで

いわれる。 また、日本人のライフスタイ

ルの変化と健康志向の高まりも食品の安

全性に関心を向ける要因の一つにな って

いる。1991年の食品衛生法の改正ではす

べての食品添加物を対象に全面表示を義

務づけたので、消骰者は天然色索で行色

された食品を選択できるようにな った。

さて、 一 1_1に食品用染料作物とい って

もクチナシ一種だけではない。他にもポ

ピュラーなところをあげると、アナトー
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（ベニノキ）、パプリカ、赤キャベッ、ベ

リー、ベニバナ、カカオ、ビート 等があ

る。弊社はこれら作物のなかでクチナシ

とアナ トーが広範な食品に利用されてい

る点に名甘し、両者を主幹作物とする開

発輸出の事業化 を計画、 91年 6月にマレ

ーシアのパー トナー「DayaHikmat Sdn. 

Bhd.」 と合弁で、 「JeliFarm Sdn. Bhd.」

を設立した。翌92年度からは国際協力事

業団 (JICA)の民間支援制度の一つであ

る農業分野での融査を受け、クチナシ、

アナト ーの試験栽培に着手した。ただ、

後に述べるような理由でアナトーの試験

栽培は中止を余儀なくされ、以後はクチ

ナシに絞って事業化を進めることになっ

た。



〇 事業の経緯

「風が吹けば桶屋が儲かる」という 言葉

があるが、弊社のマレーシアでの事業の

始まりはペルーのゲリラ活動の結果であ

るといえるが、これの因果関係は業界に

身を置いた者でなければ理解できないで

あろう。

もともとアナト一色素はベニノキの種

子の被裂物から抽出されるもので、栽培

地域はペルー、 エクアドル、プラジル、

チリ、メキシコ、ケニアな らびにジャマ

イカ等と広い範囲にわたるが、日本にと

ってのアナト一色索の供給地はペルーが

大きなシェアを占めていた。

弊社が現在の事業地であるマレーシア

をクローズアップした時期は、まだペル

ーでフジモリ政権が誕生する前で、同国

のアナトーの栽培地域が反政府ゲリラの

支配地域と重なっていたため、ゲリラ活

動が激化すると供給が滞り、アナト一色

索の相場は常に乱応下する状況にあった。

もしマレーシアで事業化できれば、安定

した政情下で輸送コストの安い新たな原

料供給先を確保できると考えたのが当地

へ進出するキッカケであった。

〇 事業地域の概要

マレー半島東海岸のケランタン州コタ

バルといえば、先の大戦初頭、日本軍が

タイ領のシンゴラ（現ソンクラ）と並行

して敵前上陸した地点として記1意してい

る人も多いであろう 。弊社の農場はコタ

バルから西海岸のペナンに向かって南西

に136キロ行った山中にある。東海岸はマ

レ一人の占める割合が高くイスラム色の

強い土地柄で、半島内では相対的に開発

が遅れている。今日、コタバルには首都

クアラルンプール等の西海岸の街からマ

レー文化が色濃く残る魅力にひかれ観光

客が多数訪れるが、 言葉も 独自 のケラン

タン方言が使われているので、マレ一人

であっても首都などに住む人々にとって

は通訳が必要といわれる。

ケランタン州はイギリスの植民地統治

の時代から野党精神 ・反骨精神が旺盛な

クチナシ（栃子）（アカネ科）

学名 ：Gardeniajasminoides Ellis 英名 ：CapeJasmine 

暖地に生える常緑低木で関東南部以西から沖縄、台湾、中国中

南部、ベトナムまで主に観買目的で庭木として植えられること

が多く、園芸品種ではヤエクチナシ（八重咲き）、コクチナシ等

がある。梅雨時から開花し、花弁は 6枚、果実は数力月で緑色

の円筒形で縦に六つの綾と六つの突出した咽片の独特の形と

なるが、黄変し成熟するのは冬になってからである。

用途としては、香りの良い花を乾燥させジャスミン同様茶の香

り付け、また古来より黄色染料として布をクチナシ染めとした

り、無毒なため多くの食品に使われた。中国では漢代から消

炎、止血の薬効が知られている。
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人々を つくりだす風土があるようで、現

在も国内で唯一マハティール首相の率い

る与党政権に反旗をひるがえし、イスラ

ム色の強い政党が連立して政権を維持し

ている。そのためか公休となる金曜日に

は銀行 ・官公庁など、公的機関のすべて

が閉まるので、郵便や為替業務もタイミ

ング悪く首都の休日（土 ・日）とケラン

タン州の休み（金）が重な ったりすると

2 ~ 3日も遅れてしまう。市内にあるファ

ーストフードの店やスーパーマーケ ット

も例外でなく金曜日の午後 1時から 2時

の間はイスラムの祈祷のために店が閉ま

る。市内の外国人用のホテルでもアルコ

ールは提供されないので、左党の人にと

ってこの町は過ごしにくいのではないか。

現在、ケランタン州はタイに国境を接

し豊富な労働力をもち、経済発展のポテ

ンシャルを秘めた地域とみ られるにもか

かわらず、日系企業の進出数が弊社を加

え4社にとどま っているのは、 一つ にイ

スラム色の強さが影響しているからであ

ろうか。

〇 事業化に向けた開発工事

マレー半島での事業用地探しは88年か

らはじまったが、こ の時期は等高線の入

った詳細な地図を入手するのにも特別な

コネが必要であった。

今の農場は この時代にはマラヤ共産党

の出没圏内にあったため、近くの国道は

夜間通行止めとなり 1マイルごとに道路

認備の軍隊が駐屯していた。「機関銃の

銃座が通行する車に向けられているのは

気持ちよいものでなく、夜間通行止めの

解除は89年にマラヤ共産党が全面的に投

降してからである。」 と当時を知る担当

-5 -

者は語っ ているが、そんな時代があ った

ことなど、現在の平穏さに身をおくと想

像 もつかない。 しかし、視点をかえれば、

半島マ レー シアで大規模開発をするには、

このような地域にしか用地が残されてい

なかったという証しでもある。

調査での事業候補地は複数を数えたが、

最終的には標高650~750メートル、傾斜

5 ~30゚、過去 2度の択伐が行われた混合

林である中山間地を選択した。開発にあ

たっては択伐時の木材の搬出路を生かし

ながら農道を建設し、農道沿いに試験用

の農地を拓くという手順で進めたが、 実

際には異常気象、査材入手難、 人材不足

など、当初計画を大幅に狂わす事態に見

舞われ困難を極めた。

六ィ本的には概略次のようであった。

異常気象：

近年の異常気象は世界的といわれるが、

弊社の事業もその影聘をもろに被る。特

に93~94年の 2年間に降った大雨は記録

的であ った。計画段階での 当地の降水盤

測は年間2,800ミリ程度であったのに

対し、 92年度～95年度までの平均降水贔

は4,015.1ミリに達した。なかでも94年11

月は 1ヵ月だけで1,145ミリもの降雨が

あり、結果、 9月～ 1月の雨期の間は開

発工事をス トップせざるをえず、農道 ・

栢等の補修作業に追われた。

試験栽培用の農地の拡大は異常気象に

よる降雨が障害 となり先行き見通しのつ

かない時期もあ ったが、地道な取組みを

継絞したことにより当初計画から大幅な

遅れをみたものの、とりあえず必要な試

験面栢を確保できた。かりにプルドーザ

ー ・バックホーを思い切って購入してい



事業氾寸描

c..Jeli Fa「m

クチナシ栽培圃場

クチナシの収穫

育苗施設
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アナトー 別名 ：ベニノキ、アケノキ（ベニノキ科）

学名 ：Bixaorellana L. 英名： Anattotree, Annatto 

④ 点

熱帯アメリカ原産で、中南米、熱帯アジア、アフリカ東部な

どの熱幣に分布。常緑低木～小木で高さ 5mまで、樹形は開張

型。葉は心臓形で互生。 花は枝端の円錐花序に着生 し、臼また

は淡桃色。直径3~5cmの卵円形でウニを偏平にしたような

剌を持った赤い蔀果が花序の基から着生する。成熟すると二片

に開裂し、多数の種子が出現する。種子を包む薄い果肉に緋紅

色の色索が含まれている。中南米では、インティオが身体の装

飾用にしたり、食品の色付けにも使用していた。現在では、用

途により水性、油性の色索とし、アイスクリームのコーンやバ

ター、チーズなど広く使用されている。

なければ目的は達成できなか ったであろ

つ。

査材入手難：

煤場は一番近くの麓の村から30キロ、

コタバルからは136キロも離れているの

で、ロジスティクは常に大きな問題とな

った。車両関係の補修部品はコタバルま

で出向かなければ入手できないので、農

場とコタバル間を車で往復することしば

しばであ った。

開発工事に取り組んでいたころはマレ

ーシア全土が好娯気の最中にあり、賽材

が大都市に集中した関係で建設に必要な

セメントも思うように入手できず進捗を

遅らせた。この国は隣国のタイと比較す

ると農業構造が単純化しているので、基

本的な園芸用査材の入手が難しい。

人材不足 ：

Iヽ'地域で優れたワーカーを求めるのは

基本的に難しく、結果、麓の村の農家の

おじさん • おばさんを雇い入れ毎日通勤

させている。しかし、これらの人々の大

は民間企業はおろか組織で働いた経験

がないので、労働内容より先に勤務態度

-7 -

から指導する必要があ った。まずは日本

よりタイムレコーダーを導入し、毎日タ

イムカードを押させ会社に働きに来たの

だという自党を身につける意識改革から

はじめたが、徐々ながら習恨化し今日で

は追和感なくタイムカードを押すように

なってきている。現場のワーカーに指示

を出すときは、噛んで含めるように一か

ら十まで懇切丁寧に指示するのが肝心だ

とは承知していても、日々の仕事のなか

で夷施するのは口でいうほど楽ではない。

〇 事業の現状と成果

事業である限り様々の問題 ・閣害に出

食わすのはいたしかたない。まして外国

での事業となればなおさらである。当地

での事業は今年で 6年目に入るが、その

間これら一つひとつの難題をクリアーし、

試験栽培地を順次拡大しながら栽培試験

を行ってきた結果、ようやく成果が目に

見える形にな ってきた。

弊社は当地で過去に栽培された経緯の

ないクチナシ ・アナトーを導入するにあ



たり栽培試験は二段階方式でのぞんだ。

第一段階では、両作物の当地での栽培可

否を見極めるため、できるだけ多くの品

種を栽培し適応品種の選出につとめた。

第二段階では、第一段階で適応性が確認

された品種を使い最適な栽培技術を確立

する栽培試験に取り組んだ。

試験の結果、アナトーはペルーから導

入した品種がわい性で作業効率が良く生

産力が高かった。 しかし、 当事業の進行

にあわせるかのようにアナト一色索を取

り巻く国際環境は変わりはじめる。アナ

ト一色索の主産地である ペルーの政惰が

安定に向かい、アナト一色索の相場が低

位安定、さらにはプラジル等へ産地が移

動する状況が生まれてきたのである。弊

社は新たな事態に対応するため現地調査

を実施したが、競合は難しいとの結論に

至り、残念ながらマレーシアでのアナ ト

ー事業は撒退を余儀なくされた。

一方、クチナシは亜熱帯性の植物のた

めに適応性の面で心配があ ったが、無事

Iヽt地に適応し期待どおり開花 ・結実をみ

たので引き続き事業化の方針を堅持する

ことができた。「花が咲いた時は正直言

って胸をなでおろした」との言は往時の

担当者の忌憚ない心の内だろう 。実生か

ら育苗したために育苗期間が長くなり適

応品種の選抜が遅れたが、多様な迫伝形

賀を図らずも導入した結果となり有望な

系統の選抜が進んだ。これと平行して栽

培技術の確立試験も行っている。植え付

け当初は膝の高さほどであった樹も 人間

の背丈を越すまでに生長した。さきごろ、

昨年12月産のクチナシのサンプルを財団

法人日本食品分析センターに持ち込み色

価の分析を依頼したところ、日本の市場
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に通用する3,900E悶炉の値が出、関係者

ー同嘉びにつつまれているところである。

この事業はケラ ンタン州では数少ない新

規の外査系農業投査事業であることから

関係省庁の注目を集め、本来業務に支障

をきたすほど見学の申し込みが途切れな

い。マレーシアにとってはゴム ・オイル

パームに代わる代替作物になる のではと

の期待がある ようだ。

ところで弊社の事業がパイオニアプロ

ジェクトとして関係省庁から高い評価を

得ている実梢に剌激されてか、近年、周

辺地域でも他資本による農業開発事業が

ぽつぼつ誕生してきている。環境面から

みても 工業等の産業に先んじて牒業1捐発

事業が活発になるのは喜ばしい現象とい

えよう 。

この種の事業は、民間企業単独で行う

には損益分岐点を越えるまでの査金投下

期間が長すぎ、また、査金回収のリスク

が高いなどの要因を内含しているので、

企業として容易な決断はできないであろ

うが、弊社事業でいえば当初よりJICAが

バ ックア ップ してくれたので心強かった。

JICAは融査のほかに栽培試験ヒで生じ

た問題点の解消を図るため、これまでに

計 4回、短期の専門家を派遣してくれ、

その都度専門分野でのアドバイスをいた

だいたのは有益であ った。ただ、現地従

業員を 日本に派逍しての研修は、今のと

ころ該当者がいないためお願いできない

でいる。

1ヽ,事業は今後ともいくつもの課題を克

服してゆかなければな らないであろう 。

しかし、 当地に一つの新しい作物を根付

かせるという仕事はやりがいがあり、そ

の経済波及効果も大きいと予想されるの

で、根気よく取り組むつもりでいる。



商社マンが取り組んだパプア・ニューギニアでの植林事業（下）

地域社会・現地従業員との‘‘利’'作りを進める

12.多部族国家の特徴

PNGはいまでも多 くの人から“秘境＂のイ

メージでみられているようですが、 1975年の

独立後は年の経過とともに随分と変化 してき

ているのが実梢です。数百ともいわれる部族

がもつそれぞれの言葉、方言については、オ

ース トラリア統治の時代に行政上の問題に加

え部族間のコミュニケーション促進の兄地か

ら共通国語が制定されています。俗にいう“ピ

ジンイング リッシュ”と呼ばれているものが

それで、今日では学校教育の標準語になって

います。ただ、部落に帰れば各部族あるいは

世代での差はあるものの独自の方言が使われ

ています。

現状にみる他部族との交流は政府の慈図ど

おりには進展しておらず、ことに山岳高地部

族のように古来から憫習が圧倒的な力を持っ

ている部族には、政府の法律適用に支llt~の起

こることもあります。例えば、他部族との戦

いで同族が死んだり怪我をすれば伝統的な報

復措置である “Pay-Back"（仇討ち）が行わ
れます。このさい法の裁きに委ねるといった

思考は皆無に近いといっていいほどです。彼

らは勇猛で他部族に対する敵1氣心が強く、な
かなか心を開かない一而、同一言語(“ワ ント

ーク＂）を話す部族に対しては互助の習わしを

残しているといいます。

SBLC周辺でも異部族が多く、それぞれに

原始共産社会といえる生活‘慣習をもっており

ます。彼ら を従業員として採用するおりには

同一部族だけを雇用すれば指導者の煽動によ
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り職場放棄といった事態も起こりかねません

ので、同一職｝易での人の配置は異なる部族の

勢カバランスをとっての配骰となるわけです。

児部族間の調和をいかに保つかには随分と碩

を悩ましました。

森林内で最も危険な伐木作業を進めるさい、

昴Jなる部族をペアにしたところ不幸にも死者

をだす事故が起きました。巨大な立木の伐採

にあたっては木の倒れる方向を予illllできても、

地上に落下した枝がどこに飛び散るかまでは

計葬できません。事故に遭ったのは、チェー

ンソー担当のポー トモレスビー周辺の海岸部

に住むパプア族の助手で首狩り習恨のあった

高地人シンプ一族でした。伐木と同時に住lj木

と反対方向に退避したところ、飛散した枝の

直撃を受け品悪の結果を招いたのです。シン

プ一族はこれを不可抗力の事故とみなさずパ

プア族にPay-Backしょうとしたため、伐木
担当者はもとより一族がその日から社宅に帰

らなくなりました。

チェーンソー担 当の 兄は森林局出身の

SBLC最古参の幹部従業員です。彼まで居な

くなったのでは業務に大きな支障をきたすの

で急ぎ事態を収拾しなければなりません。そ

こで私はそれぞれの部族関係者を呼び解決策

として三つの提案をしました。第一は、 Pay-

Backは法律で禁止されているので、これを機

に旧習を改める努力をしてもらう。第二は、

仕事中に発生した不可抗力といえる事故だが、

助手の母親の邸に添う補償金を私を含め責任

もって山林部の関係者より募る （高地部族は

概ね母系社会であるため母親が交渉相手にな



る。また、 補11召金を会社の支払いでなく関係
者から募るのは、部族間で起きた生死は伝統

的に「戦い→仇討」として位罹づけられてい

るので、当ボ者にとって会社は第三者でしか

ない）。第三は、すぐにシンプ一族に第一、第

二の案を受け入れる よう説得し、同訟した部

族の代表とともに私のところへくること。

翌日、シンプ一族の代表者数名が米社した

ところで、補位金の頷をはじめ迫体の故郷ま

での輸送骰および親族の飛行機代、葬式の11
用などいくつかの要求を聴き、彼らに納得の

いく訓答を出したことで一件落符となったの

ですが、ひとつ処理を間違えば文字どおり修

羅場になりかねませんので、私は H常の トラ

プルとは比べものにならない神経を1如いまし
た。というのは、 地元の農園で74年と78年に

起こ った高地族の死亡をめぐ って大規校な

Pay-Backが起こり、数名の死傷者が出、全国
から多数の持官が動員されたにもかかわらず

騒動が1週間も続いた事件の二の舞いにした

くないという緊張した気持ちがはたらいてい

たからです。

このときの解決策は、社宅内の張り詰めた

空気が緩和されただけでなく 、その後、同様

な労災事故が起きたさいにペアを組んでいた

典なる部族代表者がこの例になら って話し合

い、 Pl満な形で兄舞い金額などを決め早期に
解決したなど、他の現地従業員にも好影響を

及ぼしました。

13.高学歴者を採用

私はSBLCの経営責任者としてそれまでの

経営方策のいくつかを修正しました。そのひ

とつが高学歴者の採用です。 PNGには2つの
大学しかありませんので、国内での大学卒の

厨牲きは、一昔前に日本で 「学士様」といわ

れた時代のステータスより高い感じがします。

その大学卒業者たちは独立まもないころは多

くが政府機関の要職に就きま したが、時の経

過とともに定負は満たされ、民間への職指向

も珍しくなくなり ました。
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西ニュープリテン州知事を務めた経験のあ

る人物がSBLCに就職の打診をしてきたのも

まさにこの時の流れといえます。彼はPNG独
立の際に建国の父といわれるソマレ元酋相と

7人の仲間の一人として活躍したエリートで、

政府関係者とのパイプも相当太いものをも っ

ておりましたので、この分野での活踊に期待

し総務部長として迎えました。

高学歴者の採川にあたってir紅も凧要なのは、

いかに会社の経常理念を理解してもらうかで

しょう 。外沢のなかには、ローカライゼーシ

ョンにより経党が取って代わられるのではと

不安をもつところがあるようですが、 SBLC

の場合、 PNG政府が法律で査本構成比率によ
る経営権を保証していますので、私はこの、点

に関しての心配をあまりしませんでした。そ

れよりも生産会社ですので安定価格での｝原料

確保と生産性の向上をいかにはかるか、また、

採尊に兄合う製品販売をどう拡大していくか

に知恵を絞りました。現地従業員自身がこの

会社で努力をすれば自らの生活が向上してい

くと思える経営をどのようにするかが大きな

課題でした。PNGで生れ、 PNGで死ぬであろ
う祖国の発炭を頻う彼らの外査会社への忠誠

心が高くなれば、仕事への取組み、慈気込み

も追うはずですので、休日には彼ら買任者を

自宅に招き経営にかかわる話し合いの機会を

設けました。そのさい、彼らの要求がエスカ

レートし而食らうようなときもありましたが、

これらの大半はSBLCの問題というより n本
と欧米系企業の追いからくるものといえまし

ょう 。例えば英辿邦系の経営では、シニアス

タッフ、ジュニアスタッフ、スタッフ、ワー

カーという階級による処遇格付けがあり、社

有自動車の利川、交通機関の利用、休暇期間、

帰郷骰用、住宅の程度など細かなところまで

契約条件で触れてますが、日本人の場合は同

様の仕組みを実際化させる習慣はありません。

したがって、私はできないものについては

納得のいく理由を示してはっきり断りました。

譲れないものは譲れないとするこちらイllllの断
固とした態度も、逆説ながら彼らの信用を得



商社マンが取り組んだ

PNGでの植林事業

植林木の順調な成長を喜ふ筆者

(90年当時）

橋梁建設

木材部員による仮り橋脚の設置

橋梁建設

ァッパーコードは日本から呼び
寄せた鳶職が行った
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低地移住政策後の高地部族の部

落 (70年当時）

村人が最高の盛り上りをみせる
独立記念日の民俗舞踊 (Sin
Sin) 

レクリエーションの場を提供し
て地域社会との交流を促進



たと理解しております。

コミュニケーションをはかるうえで大1況な
のは、彼ら部族の秩／t:が “BigMan"と呼ば

れる複数の長老の合議制で保たれているとい

う恨門があることです。長名には）J持ちや知

忠名が選ばれ、全部族は長名の合議決定l紅頁
には無条件で従います。 もし、 1i:j学歴者が部

族のなかにいれば部族の誇りで、その人物は

長老に選ばれてなくても長老に匹敵する説得

)Jがあるとききました。私はその後の品学歴

者の採川は視地廿情に枯辿している総務部長

を中心にすすめました。彼は私に対し“従業

且すぺての眼が自分に注がれている”といっ

てましたが、結局のところ管理者(BigMan) 

という立場にあるからそうみられるわけで、

符理者が従業且とともに汗をかく姿勢は

SBLC全体，すなわち部族（会社）の士気を上

げることにつながります。

14.従業員の労働意欲を喚起

海外での介弁会社迎常の難しさはよく指摘

されるところですが、そのひとつに現地従業

且と II本人との軋礫があげられます。私は現

地従業且と n本人技術行との間で発生したト
ラプルには、小さな出米ボでも放置しておく

と大きくなる恐れがありますので、すぐに手

を打つよう 心掛けました。n本人にと っては
とるにたらない問題でもいったん‘ドがこじれ

ると大変です。あるとき労働糾合の委且長が

私のところへ勢い込んできて、「II本人技術者

が白分を侮辱したので労働局に訴えてきた」

とまくしたてるのです。なにがあったのかを

よく聞くとよくある誤解で、 n本人技術者が
工場内で彼に「クンニャロー」と侮蔑語を吐

いたことへの怒りでした。私はその慈味は相

手を、＼Iげるときだけに使われるものではない、

英語に訳すと 「You」に該当するスラングで、

日本人の間でも よく使われるものだ。そのよ

うに説明したところ、相手も心の落ちがi：きを

とりもどし、訴状を取り下げました。言葉は

怠味が正確にわからずとも、感此で伝わるも
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のがありますので気をつけなければなりませ

ん。似たような例では II本人スタ ッフのなか

に「 1：人」という 言葉を IIにする者が結構い

ましたので、私自身も含めこれを使わないよ

う指ぷ したところ、彼らと II本人との心の間

脳が以前と比べ随分縮ま ったように感じまし

た。

一方、生産会社の指揮にあたる者は現揚の

状況をキチ ッとつかんでいなければなりませ

ん。従業且は指揮者が現場の状況に明るくな

いと判断すれば5分で済むところを10分かけ

たり、製材工場で再度鋸を通せば歩招りを L:
げられるのにやらずに端材にしてしまうなど、

尖例を挙げればきりがないほど手を抜くので

す。そこで私は現場から緊急を災する部1品の

供給を求められれば早期人手に令）Jを尽くし

ましたが、イく正に対しては大小お構いなしに

厳しい態度でのぞみました。始業時間Iiりの早

朝、 一人の従業且が発屯所の油を小さな空缶

に人れて持ち出そうとしている現場に出くわ

したおり、私は盗品となる油を没収しただけ

でなく、この従業員を即刻解雁する決断をし

ました。H本人の製材 Iー＿場長は解雁された名

の同族が騒ぐ恐れがある、些細な盗みなので

何か他の罰にできないものかと打診してきま

したが、こうした考えは経営を祝野に人れな

い“事勿れ ．i-：義＂以外 のなにものでもありま

せん。たとえ盗んだ対象が小さくても、その

ときの状況から察して他にも常腎者がいたは

ずです。経営の先行きを、思、／忍すれば蚊高且任

者の下した命令は撒回しない方がよいと判断

したわけですが、以米、同様の問題が発生し

なかった事尖からみて、労務管理は時と場合

と条件により厳しく望む姿勢が大切だとの確

信を強めました。

SBLCの林区とーロにいっても20万ヘクタ

ールもの面柏があれば作業効率の悪い地域も

あって当然です。ベースキャンプから80~100

km離れた林区に地元住民による造材下請会

社を設立したのは、すべての林区を同じに扱

えないことへの対処策で、共体的には、①ベ

ースキャンプからの通勤距離の述さ、②地元



部族の誇り高さと他部族に対する閉鎖性、③

SBLCの従業且との喧嘩で死傷者が出ていた、

などを考應してのものでした。

この会社を機能させるにあたり、 SBLCは
環状道路の建設を行い、造材機材は下請代金

からの延べ払いとする、 地元住民は丸太柏取

船の沖合い倅泊を認め原木岡き揚の提供、

SBLCからの指導作業且への安全保1旅をする
という合、なのもとにスタートしました。私は

下硝会社と部族の持続した繁栄を図るには、

収入をすぐに部族に分配せず農地開発 ・造林

査金に運用することを 1」的とし、 必要経骰差

し引き後の収人を銀行預金するようアドバイ

スしました。この考えぱ共践に移され、 「地元

賽本企業育成に対する外査企業の協力」の好

モデル例として、当時唯一のマスメティアで

あるラジオの全国ニュースにもなりました。

PNGの各部族は前述した長老による合議

社会が形成されてますので、 一度決ま った事

項はよほどの理由がないかぎり変更しがた＜、

したがって、 地元住民が納待する事業を創造

しようとすれば時間をかけての話し合いが必

要です。造材下硝会社を設立するまでに 3年
間を要したことから考えても、 n本的な短期
の人事交代では、とても相互の理解を得るま

でに至らないといえます。さいわい 8年半に

及ぷ私の在任期間中の経常は生産 ・売上げを

4倍に伸ばし、毎期黙字で推移しましたが、

これは山中での伐木、エ楊での製材にたずさ

わる従業員の労働意欲を喚起する環境作りが

成果をおさめたからだと自負 しております。

15.慣習法に基づき権益を確保

前述した高学歴者で西ニュープリテン州の

知事をつとめた経験のある総務部長の働きは

期待どおりで、特に国相手の交渉ごとでは何

かと頼りになりました。今でも記憶に残るの

は、政府が植林木の所有権に難色を示した際

に、友人である総督宛てに直接申請曹を提出

したらよいと判断し自ら陳情害の下書きをつ

くり最終的に政府の承認を得たことです。 こ
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のときSBLCは、農業は国布地でも収穫物の

所有権があるのだから、林業にも同様の権利

が適用されてもよいとの論理をも って折衝し

ました。国有地での造林を尖施する場合、 40

年の和借がJt¥認されるとの条項があるのだか

ら、租借期間内に租借人「lらの在金で植林し

た立木は、植林‘兵施者の所有権を認めるべき

だと主張したわけです。

私がSBLCに在任中、死人が発生した刑事

事件 (11111)を除き、民 ＇ドに関しては弁護士

を雁いませんでした。海外に進出した「1本企

業が相手側と交渉を行うさい、多くが安全を

考え弁護」：をたのみますが、内容いかんで必

ずしも弁護卜の力を1fiりなくてよい場合もあ
ります。相手とのやりとりに導門知識が必要

となれば、 1iilに人る弁護七も導1"1知識を習得
しなければならず、そのぶん弁護上1JJIIlは高

くなり時間もかかります。SBLCが披初から

専門知識のあるもの同上で直接交渉をしたの

は、経西の節約だけでなく結果も旱いと判断

したからです。過去に前例のないヒ述の造林

木所有権確保の件は、中訥後、直接討議を重

ねた末、 3年LIに了承されました。

PNGは前例がなくても‘ti＇［刑法のため申請

者の提案が行政の長、元首に承認され、それ

が新たな法律になることがありますので、理

にかなうものであれば多少而倒でもこちらの

希望を堂々と述べた方がよく、それをしたこ

とで後の交渉市が楽になるというのが私の経

験則です。政府相手の権益取得の交渉は、欧

米企業では至極当然と考えられています。 外

査の進出を希望する多くの途土圃にとって権

益の付与は、税収の増加、経済振興、雁用の

拡大、関辿インフラ整備、技術の向上などに

貢献するか否かが判断基準になりますので、

税金も払えない外査が歓迎されないとしても

致し方ありません。結局のところ進出する側

の権益拡大は、 利益を上げることと表裏の関

係にあるといえます。

国際社会では、日本企業も欧米企業と同じ

スタンスでの取組みが必要であるとは承知し

てましたが、改めてそう感じるようになった



のは彼らがn本の経済力や技術力を高く評価
する反面、日本人の決断の遅さに大きな疑問

と不満をあらわす場面に幾度となく立ち会っ

てきたからといえます。一般に途上国の指導

者の多くは旧宗主国に留学したインテリです

ので、感此的に欧米的な対応の方が理解しや

すいのでしょう 。政府との交渉でも交渉する

者が糾織の代表であれば多くの楊合、相手も

決定権を持つ人間が対応しますので、私も現

地会社の代表をつとめている問は、双方が即

決するように心がけました。“郷に入れば郷に

従え＂あるいは “Timeis Money"が私の基

本姿勢でしたが、この考えは一方で本社の方

針と必ずしも一致しませんから、その点でど

う調和させるかも難しいところでした。

16.私にと っての在任 8年半

振り返れば私がSBLCの赴任期1hlを終え帰

国したのが85年の春ですから、今、本稿を昨

Hの出来事のように曹いているものの、実際

にはあれから十数年の歳）Jが流れているわけ

で、いまさらながら過ぎ行く年）］のはやさを

邪感している次第です。しかし、私にとって

心血を注いだSBLCでの仕事の一つひとつは

今でも昨nのことのように記憶しております。
なかでも私の帰国に際し、前述のド請会社を

構成する 4つの部族が合同で送別会を聞いて

くれたときの光屎は忘れられません。

800人にも及ぷ部族が私を囲み、在任中に手

掛けた様々な仕事に感謝するとの怠を込めた

自作の歌をうたってくれ、 4つの部族の長老

からは部族の多数が参加し 1週間かけて作っ

たという 4つのシェルマネーの鎖をJl竹呈され

ました。この鎖は直径わずか 6~7mm、厚さ

1 ~2mmの丸い貝の中心に穴を空けて紐を

通したもので、最長のものは3.5mもありま

した。この席で生きた豚をもら ったのにはほ

とほと参りました。さりとて彼らの気持ちを

察すれば断るわけにもゆかず、ただただあり

がた＜項戴し社宅まで大変な思いで抱きかか
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えて帰ったものです。

帰国にあたっては駐PNGH本大使も現地

政府関係者らを招待して送別会を開いてくれ

ました。この席にPNG側から媒まってくれた

うちの一人が「自分たち役人は、外査からの

要求にはまず “NO"という べ しとする教育を

されてきた。 しかし、 Mr.MORIには通用せ

ず、このやりとりのなかで我々は多くのこと

を学んだ」と 当時の心の内を懐かし気に語っ

てくれましたが、こちらも過ぎてしまえば同

じように懐かしいものです。たしかに私は数

ヵ月に一度ほどしか現褐を離れませんでした

が、 中央政府に対して要求する時には、数日

間の竹都滞在中に問題を解決しようと徹底的

な理論闘争を挑みました。私が林政審議会の

副会長を務めているおり 、）原木輸出市況が下

がれば早期の値下げを求め、これがPNGのた

めになると判断すれば大臣にまで決済を上げ

たこともありました。

こんな行動がとれたのは市況変動への経験

はこちらの方がはるかに豊かであるとの自負

があったればこそです。現場を離れてからか

なりの年）lが経った現在でも彼らとの付き合
いが粒いているのは、この時期に例え相手に

とって耳ざわりであっても率直な怠見を述べ

たところから生まれた人間関係が礎になって

いるからだと信じております。それは同時に

公言していた1976年の植林木が20年を経過し

た今日、太いもので胸高直径 1メートル、樹

高60メートルにも育っている結果への評価で

もありましょう 。

20数年前から今日までのSBLCの事業を振

り返りますと、様々な問姐の発生、解決、ま

た発生、解決といったことを繰り返しており

ます。 しかし、天然林伐採後の森林の再生、

持続性のある林業経営、雁用機会の創出・拡

大といった面でパイオニア的な役割をになっ

てきたのはまちがいなく、外査事業として相

手国の期待を裏切ってないという点は自負で

きます。



（中国江蘇省）

江蘇省駐日本国対外経済貿易招商代表

ロ慧滓 (WUHUI PING) 

大阪市西区西本町 1-13-32 5 F 

TEL: 06-533-3134 FAX: 06-538-1168 

1996年の輸出入総額は198億9,500万ドル、相手国・地域別では日本が58億2,300万ドルで

香港、マカオを凌ぐ最大の貿易パー トナーとなっています。同年までに認可 ・設立された

外国投査企業は 3万2,042社（契約ペース投査額452億ドル）ありますが、そのうち日本か

らの投査による企業は2,131社（同43位ドル）に達しました。

農産物および農産加工品が輸出総額に占める割合は38％で、省政府は煤業分野を重点と

する外査誘致策を推進しており、日本企業による現地視察、商談、技術協力、投査を歓迎

します。以下の投沢案件(1998年 2月現在）に関心をお持ちの方からの連絡をお待ちして

おります。

（案件名）

［沢i原開発、煤業団地の建設】

南京珍珠泉観光煤業の開発

老lU観光森林公園の開発

如東県凌洋墾田(2350ha)現代農業模範推進区の建設

早成竹林碁地の建設

南山国家森林公園の総合開発

掲子江中心砂地の開発

海浜砂地養殖加7：新区の建設

沿海墾田アメリカ雑種ヒマワリの栽培、加工

海浜砂地農業総合開発

低地総合開発

宜興鵬紐生態煤業科学技術模範推進園の建設

沿海植木栽培、生産基地の建設

海浜ヒマワリの栽培、加工

海浜砂地の転売、 リース

（投資総額 ：万US$) （案件担当窓口）

9 0 0 南京珍珠泉旅遊（集団）打限公司

5 7 0 南京市老山林場

7 5 0 省灘塗開発投賓有限公可

6 0 0 宜興市湖父経済発展総公司

1 0 0 0 鋲江市南山国家森林公園開発公司

5 0 0 如琴市良種場

2 3 4 0 海生（巣団）公司

3 5 0 如東県農業開発総公司

2 3 4 0 海門市灘登開発有限公司

7 0 0 徐州沃土土地整理開発中心

1 4 5 0 宜興鵬糾生態農業有限公司

1 3 4 射隔外l句型塁業総合開発総公司

4 0 0 省灘塗開発投資有限公司

省灘塗開発投沢有限公司
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【煤産物栽培・加工l

水稲優良品種の繁殖、優良品種米の生産およぴ食品開発 5 0 0 武進市闇湖良種繁育場

菜種品種改艮セ ンター(25万ha)の建設 1 8 0 0 省国営練湖晨場

およぴ精油食用油（3.5万 トン）の生産

糖（18万トン）の高度／JII工 1 5 0 0 渫陽市金穂工貿実業総公司

高品践食用植物油(15万 トン）およぴ油脂化学製品の製造 4 8 0 省灘得集団公司興化油廠

変性澱粉生産ラインの建設 5 2 0 沐陽県菌粉開発総公司

且i月用変粉(3万トン）の製造 2 4 0 常熟而粉廠

食用植物油脂およぴ製品の総合利用 3 6 0 常州油廠

トウモロコ シ(30万ト ン）の総合利用 2 7 0 0 大地集団公司

大豆蛍白アミノアルコール粉（75万トン）の製造 8 0 射肋姐油脂化工廠

変性歯粉生産ラ イン(6000トン）の建設 2 2 0 射肋臥糧油（謀団）公司

専用変粉生産ラ イン(3万トン）の建設 4 4 9 射肋県煤業（集団）公司

押し変の生産 1 5 0 省国党練湖煤場

［畜産飼育 ・加工】

兎の飼育 2 0 7 太介市王秀村実業巣団公司

豚の繁殖（15万頭）、飼育基地の建設 1 5 0 0 江陰通信発展公司

赤身豚の飼育(30万頭）基地の建設 2 8 0 0 江都市丁溝鎖経済実業総公司

赤身豚(2万頭）の飼育基地の建設 3 3 9 泰典種猪場

豚のエ勘化飼育基地(2万頚）の建設 1 2 5 省国常練湖煤場

束方暗紋豚の人工繁殖、飼育 4 0 0 中国大堅集団

東方暗紋豚の飼育 5 8 0 南京金太陽沿江煤業開発中心

赤身豚の飼育(30万頚）、総合加工 2 0 0 0 常熟市天蓬有限貢任公司

赤身豚（10万頭）、赤身種豚(2万頭）の飼育 1 2 0 5 常州市康楽煤牧有限公司

波硝山羊加速繁殖、 将及、屠畜および高度加工 2 0 0 徐州市家畜良種場

豚の繁殖(10万頭）、片；畜、石5度加工、 1 5 0 0 淮桧市現代養殖有限公司

およぴ飼料工場(5万トン）の建設

肉牛の飼育、加工基地の建設 5 0 0 湘洪県良種牛養殖有限公司

肉用ダソク (180万羽）の飼育基地の建設、 5 0 0 省塁墾集団新洋煤場

および絨毛服装(80万枚）の加工

豚の飼育およぴ肉製品の加工 1 0 0 0 昆山市巴城鎖多種経営服務公司

肉用ダック (2000万羽）の飼育、加工 5 4 0 江陰市甘隅肉ダック実業公司

肉牛の飼育、培畜、加工 3 0 0 江蘇隆興実業有限公司

キタキツネ (5万頭）の飼育、皮毛加工 3 0 0 釦江市京金特種皮毛動物良種場

高郵ダックの飼育、 二卵賀のダック卵の開発 1 0 0 0 江蘇高郵ダック集団

肉鵜（300万羽）飼育、加工 4 2 0 揚州拗子肉禽食品有限公司

肉牛の飼育碁地、牛肉加工場(6000トン）の建設 2 2 0 徐州市正旺牛業発展有限公司

肉鶏の飼育、加工 2 5 0 連雲港市雲台区朝肋水電廠

豚の飼育(25万頭）、豚肉製品(8500トン）の加工 8 0 0 江蘇省食品公司靖江住品廠

豚の飼育(10万頭）、勁の加工(600万羽）、飼料工塙の新設 2 2 1 7 洒洪県金秋集団有限公司

殺菌牛乳、 UHT牛乳(100万Kg)、酵乳(500Kg)の加工 2 0 0 0 南京乳業（集団）公司

肉用ダック (500万羽）の高度加工 6 3 0 南京湖熟板鴨集団公司
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ハチの系列製品の開発、加工

燒ダック (300万羽）の生産ラインの新設

豚(50万頭）の居畜、加工

家禽、玉子市場の建設

肉痢、肉用ダック、食用歯の高度加t

ガチョウ絨毛(100万件）、袈毛の加工生産ラインの建設

冷凍兎肉の生産ラインの建設

肉牛(5万頭）、豚(30万頭）の屠畜工場の建設

冷凍幼豚(80万頗）、焼幼豚(20万頭）生産ラインの新設

桜桃谷,.£:(300万羽）加工ラインの改造、拡張

豚凩帝ラインの建設

乳牛場の拡張、長期鮮度保持牛乳の開発

肉豚(4万頭）、肉鶏（30万羽）の飼育

［野菜栽培 ・加工】

無公害野菜栽培（700ha)、加工基地の建設

自動制御温室無公害野菜栽培基地(7ha)の建設

植木、野菜園の建設

乾燥野菜、冷凍野菜の生産、加工

桜葉生産基地（67ヘクタール）の新設、

桜葉漬物(5万箱）の其空包装

200万枚花、 20万盆緑葉植物、野菜新品種の開発、加工

煮蓮根、乾燥果実・野菜チ ップ、イ ンスタン ト蓮根粉の生産

漬物生産ライン(1.5万トン）の新設

冷凍、鮮度保持果物、野菜の輸出

冷凍野菜、果物生産ラ イン(5000トン）の新設

乾燥野菜(2000トン）の生産

野菜生産、加工（8000トン）

冷凍野菜生産ライン(3000トン）の建設

乾燥野菜生産ライン(1500トン）の建設

野菜沢物生産ラ インの建設

無公害野菜生産加工

野菜、果実、 植木、生産碁地の建設

野菜栽培基地の建設、冷凍野菜の加工

冷凍野菜の生産ラインの建設

果物、野菜加工(l.5万ト ン）

［果実加工】

ジュース生産ラ インの新設

缶詰食品(1000トン）の製造

浪縮ジュース、甜品質葡萄酒生産ラインの建設

濃縮果汁、野菜ジュースの生産ラインの建設
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1 0 0 六合凩平山蛉業実業総公司

5 5 0 蘇州春風食品有限只任公司

2 0 8 0 江蘇店昌集団公司

5 0 0 海安県供鉗合作集団公司

5 8 0 武進市芍龍食品有限公司

5 0 0 宝応姐白雲棉業有限公司

7 0 0 江蘇蘇盟躾団公司

9 0 0 肝胎！！新聯林牧実業総公司

5 0 0 東台肉類食品廠

1 4 5 興化肉聯廠

2 8 0 省国営練湖農場

3 0 0 省晨庄謀団束辛乳製品公司

3 0 0 鎖江師琳希瑶実業総公司

6 2 0 省灘塗開発投資有限公司

3 7 0 江陰市聯泰現代農業開発有限公司

1 0 0 0 省国党練湖農場

5 0 0 常州煤業総合開発有限公訂

1 0 0 祁江）［山河茶場

2 0 0 南京萩菜科学研究所

5 0 0 江蘇得宝集団有限公旨

1 5 0 南通市海福憐菜廠

2 5 0 徐州罐頭廠

1 2 0 新祈市水産冷凍加工廠

6 0 0 連雲港市如慈集団股分有限公司

3 0 0 省農墾比団徐州農墾総公司

8 5 徐州市果品総公司

1 5 0 蘇州緑隆集団有限公司

6 0 0 典化経済開発区管理委員会

8 0 0 江寧店業品新技術総合開発区

5 0 0 昆山市巴城鎖農業服務公司

1 2 0 靖江冷凍廠

1 5 0 連雲港市果品副食品総公司

9 0 0 

6 8 0 lni県大沙河林場

3 0 0 省海洋漁業総公司

4 0 0 江蘇風嗚集団徐州貝蘭特天然栄養飲料有限

公司

6 0 0 辿雲港市如慈集団股分有限公司



浜縮果汁(5000トン）生産ライ ンの拡張 4 2 0 連玄港rI1東海果汁廠

l竹蘇洒(4000トン）生産ラインの建設 6 3 5 洒肋析蘇醸洒総廠

福特／JIl洒(3Jjトン）製造［場の建設 3 0 0 0 省供釣社集団総公司

苔 Iー・飲料(6000トン）およぴ系列製品の生産 1 6 0 江蘇，＇；艮苔干食＇泊集団イi限公司

笠級分 ・色分 ・鮮度保持の包装果物の生産 1 8 0 悶県大沙河呆はl

［飼科l

特殊飼料(4Jjト ン）の製造 3 0 0 無錫rli配合飼料廠

粒状飼料(1.5万トン）生産ラインの建設 1 l 0 連雰港II1加利裳油脂飼料イi限公iii

混合飼料(2万トン）生産ライ ンの建設 3 1 8 拗州市／森達動物栄養源有限公司

［林業、園芸】

蘇州花山植木センターの建設 1 0 2 蘇州新区楓林建林Kしエ商尖業公司

特色盆栽花およぴ花の無土栽培rl.ililll(7ヘクタール）の姓設 1 2 5 江都市曹王林園場

種の生産加上セ ンターの姥設 2 4 0 泰興-,n種子集団
花の栽培基地（10ヘクタール）の建設 3 0 0 如泉市緑園

植木、野菜園の建設 1 0 0 0 省同＇営練湖店場

西洋ツッジ (100万盆） の栽培、粕出基地の建設 5 2 4 江稔If!花木種苗公司

化 (67ヘクタール）、植木園の建設、総合開発 5 8 0 淮陰花呆山集団有限公司

銀杏園 (67ヘクタール）の建設 6 5 泰典l¥・！胡庄多種経営服務公司

鉗llIIII高水部科学技術園芸センターの建設 1 1 5 0 鈷山市園林緑化工程公司

太湖馬山 (67ヘクタール）植木碁地の建設 5 9 5 無鈷太湖旅遊度仮区生態煤菜園

植木生産およぴ専門卸売り市場の娃設 9 5 0 常州煤業総合開発有限公1-;1

天Fl湖観伐植物園の建設 6 0 0 天H湖旅遊度限区開発実業総公司

銀杏観光煤業地僻 (10平方キロメートル）の建設 5 8 0 江蘇‘ぶ偉生化製品有限公百

煤業優良品種碁地およぴ加工施設（3000ヘクタール）の建設 5 0 0 宿遷市種子集団総公司

野菜、果物、植木の生産碁地の建設 5 0 0 昆山市巴城鋲店業服務公司

盆梨(150万盆）、花 (200万盆）、苗 (15万株）の栽培 1 4 0 掲州市竹西集団

200万枚花、 20万盆緑葉植物、野菜新品種の開発、加工 2 0 0 南京杖菜科学研究所

栽培用温室の設備の加工 1 2 0 南京金凱実業公司

銀杏の製楽生産ラ インの新設 1 0 0 0 邪州I-I1富偉生化製品有限公司

銀杏葉製品の開発生涯 1 0 0 泰興r行天寿植物製品廠

［盗、絲細、羽毛】

家盗の新品種の輸入、選択、培養 3 0 省絲細集団総公司

ガチョウの絨毛、袈皮の加工 (100万枚）生産ライ ンの新設 5 0 0 宝応姐白雲棉業有限公司

高品質服装用皮革製品 (10万枚）の技術輸入 3 0 徐州袋天皮革有限公司

メリヤス絲網服装生産ラインの新設 5 4 0 大翌市繭絲細公司

甜品質桑蚕繭基地の建設 4 0 0 省絲細進出口公司蚕繭分公司

蚕絲の高度加工 5 0 0 江蘇蘇豪日用化学品有限公百
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セミナー・シンポジウム 1

本秘は（社）海外煤業開発協全が中国南部地枚

煤業投森促進セ ミナー （対象地域： •ふii省、広西

壮族l]治区）を11る3月4II に 1} f•1 催（JICA国際協

})総合研修／ifrlnl際会議室）したおりの講師の一人

である係澤鎖氏のテーマ「J毘業投査の'ktliと｝炎咽

～ポテ ンシャル分野を考える～」 の1i1j段部分を収

鉢したもの。 （文貞 編果部）

マクロ経済からみた中国経済の動向

皆様ご存じのように中国政府は1993年 7月か

ら当時の過熱した経済を抑えるために金融引き

締めを重点とする緊縮政策を打ち出し、今年 5

年目に入りました。この政策によりインフレは

年率にしてピーク時の約24％から97年の0.8%

まで低下、同年10月以降の実際面での小売物価

はマイナス成長という状態に転じております。

外国投査の増加傾向につきましてはこの5年

間変わっていません。経済の成長率は毎年低下

しているものの、まだ2桁台には釆っておりま

す。このような状態のなか、 98年度以降 2、3 

年間の推移動向が心配されるわけですが、現在

この点については国内でも政府と学者の間で見

解を捉にするところがあります。

第ーは最気の減速についてです。政府部内に

は現在の不殻気が今後は全業種に広がるのでは

と心配する向きがあります。私はこの点に関し

て梨気の一番悪いときは98年の 7月以降で、現

在はまだ底じゃないと判断しています。

第二は上述の最気減速によりインフレからデ

フレに入ったさいの心配です。デフレは中国政

府の政策担当者に限らず、中国の企業、国民に

とっても改革 ・開放以来、経験したことのない

事態ですので、どういう彩饗が出てくるか予想

がつかず、どのような対策をとるかが課題です。

政府部内、私たち学者仲間、また大企業のトッ

プ同士の間でも国内消西がさらに冷え込み、デ

フレ効果が本格的になってくれば、民間投沢の
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中國社会科学院農村発震研究所

マクロ経済研究宣畏孫渾鎮

最近にみる

中国頂業投資と農望J

店欲はどんどんードがっていくとの兄解を示す者

が多く、今年に人ってその対策についての内部

議論は一段と熱を惜びてきております。

第三は昨年 7月に発生したアジア金融危機と

の関係です。現在のところ一応安迫してきてい

るようにみえますが、基本的な解決策が示され

ているわけでありませんので、訂び悪化に転じ

る事態もありましょう 。中国と香港だけはこの

波の中で為替レートを維持すると公表してます

が、そうすると中国の輸出への影郭はどうなる

のか。尖はこの、1―.’Iに関しては各）j而が以前から

危恨しており、政府部内でも検討されてきまし

た。喝分の間は問題なかろうというのが政府兄

解の大勢ですが、私は必ずしも楽観視できない、

向こう 2年間のタームで考えればいささかなり

とも影押が出てくるだろうと予想しております。

現在、中国の輸出総領のうち加工貿易が4','ill

ぐらいを占めています。為替レー トの維持が輸

出に与える影郭が少ないと政府が判断するのは、

96年度の東南アジア諸国と競合する分野の輸廿・',

総額約150億ドルを97年の中国の輸出総額1,800

億ドルに重ねると 1割弱でしかないという数字

を根拠にしてのものですが、加工貿易は輸出領

だけでは測れません。今年の 1月に発表された

数字をみるかぎり輸出額はまだ伸ぴてますが、

加工貿易に関する原材料、衣材等の輸入はすで

にかなり落ちてきています。したがって、 4、

5ヵ月後には輸出額の低下に反映されてくるは

ずです。

98年度はGDPの成長率を 8％にし、インフレ



率を 3％以 ドに抑えるというのが政府•の U標で

すので、インフレ率が再ぴ高くなる恐れは当而

ないでし ょうが、 8 ％の成長率維持は新たな施

策を打ち出さない限りかなり難しい、私はせい

ぜい昨年の水準ぐらいを維持するゼロ成長にな

る11f能性が大きいとみております。また、国内

のiili骰も92年から96年までの5年間はおよそ年

20％以上の成長を遂げていたのですが、 97年は

転してそれまでの半分にあたる10％の成長に

落ち込みました。97年のGNPの成長率は名日

10%ぐらいですが、実質のそれは8.8％にとど

まってます。名目10％のGNPの虻分では、財政

収入が23％増えている計邸になりますが、国民

の所得増JJII率をみますと楽観できない状況が現

れております。97年の都市部における住民の収

人増加率は約 3%ぐらいで推移しましたので、

98年度はさらに国内泊収の伸ぴ率が低 Fするの

ではないでしょうか。私は 5％以下にとどまる

ものとf•想しております。

一方、財政支出は赤字が相変わらず大きく、

過去 5年間をみても1社年1,000億元 ぐらいずつ

増加し、増加余地はかなり少なくなったという

のが実梢です。そうなると調整できるのは投衣

の部分になりますが、 問題はデフレ効果が出て

くれば民間投査に大きな期待がかけ られないと

いうジレンマに陥りかねません。この、19月での見

方は政府と孜々学者とで見解を異にしておりま

す。

政府関係者の多くは、「まだ投査の滋欲は強

い」といいますが、尖務面から種々のアンケー

トとか尖態調究をみると国内の企業家でも投賓

慈欲は上がっておらず、終息、査産の処分、査

産の組み立て、あるいは入替えという 方向に

走っているようですので、新規投賽はそれほど

多くならないのではないでしょうか。この局面

を打開し年率8％の成長維持をはかろうとする

なら、政府は大がかりな公共投査計両を実施に

移すことが必要でしょう 。

今の経済情勢の悪化に拍車をかけているもう

一つの要因に失業の急増があります。 97年11月

時点での完全失業者は500万人を数え、さらに一
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般に「シャーガン（下iii）」 と呼ばれる職勘から

離れた状態（解雁・退職ではない。月200元程度

の手‘l,Iてを受けている者から令く受けていない

者までまちまちで、人によ って糾織を辞めてい

ない関係がプラスまたはマイナスにはたらく。

「シャーガン」のはっきりした規定はまだでき

ていない。）の人たち1,500万人がいますので、

彼筈を失業者の中に加えると計2,000万人にな

ります。政府は98年度の重点施策の一つとして

国イi経済の改 •’l’iを利t極的に推進することにして

おり 、その過程で新たに500)J人の失業者 ・

シャーガンが発生すると予想しています。ここ

で1史われる失業、シャーガンという概念はH本

のそれとは社会の体制が違いますので同一に論

じられませんが、現在の都市部の就労者総数約

1億9,000万人か ら計党しますと、やはり「失

業」、 「準失業」という言葉を川いる方が理解し

やすいと 思い ます。 そうなると実際の失業

者 ・準失業者は2,000から2,500)J人にもなり、

70年代に入ってから今日まで経験したことのな

い’li態に直面するわけですから、政府はデフレ

と史杞．空前の失業対策に今後少なくとも 3年間

程度は取り糾まなければならないでしょうし、

それが中国のマクロ経済の基本的なベースまた

は調十といえます。

農産物市場の面からみた農業動向

今申し上げた動向を踏まえ農業に眼を転じま

すと、基本的な状況は裳産物の相対的な過剰が

間姐です。 92年から95年までの急なインフレは

食糀を中心とする牒産物の供給イ涌足が主要原因

の一つでしたので、政府は93年から97年までの

4年間にわたり各省で食糀を扱う機関の双任制

および畜産、野菜などの大都市市勘での責任制

という 制度を導入し農業生産に力を入れました。

その結果、 ①食糧は年間の総生産址の日標で

あった約 5億トンを達成し、②肉類は年1lil生産

拭を約6,000万 トンの水準に引き上げ(97年と92

年の数字比での年生産増加率は76％ぐらい）、な

かでも家禽卵類は100％の成長を実現しました。



97年には逆に生産過剰で価格が急落し、 リンゴ、

ミカン、ナシといった果物は｝産地の卸売価格(Il

本でいう庭先価格）を書llり、 1人］類にも一部同様

のコスト割れ現象が起きました。今後のJ煤産物

の需給状況を展望するさいには公式に出された

いくつかの統計データが参考になりますが、マ

クロ的なデータについては若干の誤りとかイ＜備

なところがありますので、ここではこれらの点

を修正する慈味も含めて私自身で行った家計骰

調査で碍た結果を中心に展望します。家計調杏＾

は毎H記帳してまとめたデータですので正確度

はかなり高いはずです。

まず、食糧、野菜、砂糖の 3つの品目の都市

部における一人あたりの消骰枇をみますと、 80

年代半ばにはすでにピークに逹してます。この

時期を瑳に10年間ぐらいずっと下降軌道をた

どっておりますので、これら 3i'111, 11に限るとr.11

市人口が大幅に増えない限り、「h功規模をいま

以上に拡大するのは難しい状況です。

次に肉類ですが、過去 5年間の増産分の内訳

は豚1人］が56%、痢肉が25%というようにこの 2

種だけで全体の約81％を占めています。牛肉が

13％にとどま っている理由は、まだ中国人の食

生活に馴染みが薄いからでしょう 。家計骰調一介

による一人あたり の1人］の消骰址をみますと、豚

肉は86年度がピークで、 96年度は86年度の90%

程度にとどまってます。鵜l灸Jと＇1.:.．羊肉は92年

度にピークをむかえ、 96年度は92年度の80％程

度にとどまりました。肉類全体の一人あたり ill

骰祉は概ね90年代の半ばぐらいがピークで、こ

れ以後は下がる傾向にあります。

反対に一人あたり の消喪からみて伸びる可能

性のあるものは卵類と果物でしょうが、果物に

ついてはまもなくピークに達すると予想されま

す。

家計骰調査でも都市部の人日が大幅に増えな

ければ、国内農産物の市場は相対的に過剰・飽

和状態に陥ることを予知していますが、酪J謀製

品の需要、とりわけ新鮮なミルクの消骰は北京、

上海のような大都市では大きく伸ぴているし、

今後もこの傾向は綾きそうです。
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さて、いま起こ っている農産物の過剰現象は、

国内市場、 つまり都市部についての分析であっ

て煤村部を指してはおりません。中1Elの総人口

は公式統計によると現在12億4,OOO)j人で、住ん

でいる地域で分けると都市部人口が 3億7,000

万人、農村部人IIが8億7,000万人で、農村部の

人IIが全体の約 3分の 2を占めているというの

が謡'iです。

煤村部住民の一人あたりの煤産物の泊骰水準

はまだ低い水準にあり、これを収人からみます

と都市部住民のそれより 5年から 8年遅れ、ま

た、 1裳民のil'i敗水準も都市部住民より 10年ほど

の遅れがあります。 この差は食糧と野菜を除け

ば農民の収人が地えれば農村住民の農産物梢骰

が上がる余地のあることを示唆しているといえ

ましょう 。

都市部とJ謀村部の経済水準について先に述べ

たマクロ梢勢との連動で分析すると、政府が大

がかりな公共投校を行い、それがテコとなって

民間投査が活発になったときに都市化の動きが

加述しています。最近はおよそ年700万の都市人

日増で推移してますが、過去には年1,800万人増

を記録したときもあります。

現在、政府が芍えている穀気低迷の打1}fl策は、

第一に道路と鉄道などのインフラ建設、第二に

煤業基盤整備’li業（とくに水利事業）、第三に都

市部の住宅建設 （とくに将通住宅の建設） の促

進ですので、政府がこれら大がかりな公共投査

対策を尖行に移せば、再ぴ都市化の加速をみ、

都市部人「Iが急増して農淮物の国内市揚が拡大

へと進みましょう。ただ、ここ 2、3年に限っ

てみればその I,-「能性はないといえます。

現在、外査が中国の煤業分野に進出するとす

れば、いま中した理由によりいかに市易を確保

できるか、または市場を開拓できるかという点

がキーボイントになりましょう 。これらを前提

に、外査がどのような形で進出できるのかにつ

いて私の考えを活します。

従来の外査参入方式の多くは、会社の設立か

ら用地の取紺、設備の導入、人員の募媒などま

で行うという基本的にはゼロからの出発でした



が、蔽近は新たな動きとして、すでに経営が行

われている企業を買収して参人するという形ち

が増えてきております。

視在、中国のなかでの株式 l・』.t1)j会社は750社ほ

どで、そのなかに農業、林業、水産、畜産およ

ぴ裳光物卸売市揚の 5つの業種に入る企業が24

社あります。規模の大きい II本の企業が中国の

煤業分野に参入しようとするには従米型にとら

われず、既存企業箕収の途が開かれたという点

も検討すべきでしょう 。

新外資導入要綱と95年度要綱の相違点

1|1|l祁l令体に対する過去 5年1iりの外査の直接投

査粕は年々増えていますが、 96年度の農業分野

での投査は総額11低ドル程度で、外査総領に占

める忠Il合は1.6％と低い水準にとどま っていま

す。 iヌな原因をマクロ面とミクロ面に分け整理

すると、次のようになります。

マクロ的な問題

① 農業は外衰迎人の奨励分野になっている

ものの、産業政策が不明確なため有効な外査受

け人れ体制ができていない。また、農業分野に

投衰した外査系企業が必ずし も他分野以上の優

遇政策を受けていない。

② 他産業に比ペプロジェクトの数、投査の

規校が小さく、 中国経済に占める農業の割合か

らみても少なすぎる。プロジェクト規模は他分

野における外国投査フ ロ゚ジェクトの規模の平均

を大きく下皿っている。95年度のJ塁業分野にお

ける外査プロ ジェク トの平均規模は192万ドル

であるのに対し、他分野の全体平均は247万ドル

である。

③ 労働集約型の一次加工が主体であるため、

ハイテク技術や深度加工が少なく、製品の付加

価値も低い。また、これら外国投査プロジェク

トの中国側合弁相手の多くが郷鎖企業であるた

め、経済基盤が弱く、技術水準、労働力の質も

低い。
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ミクロ的な問題

① 中国側の査産価値の評価が低すぎるケー

スでは、経営が軌道にのってからの利益配分な

どでのトラプルが多い。

② 輸人｝瓜材料や部品の価格を，＇，．：jく評価し、

輸出製品の価格を低く抑える傾向が強いため、

1)百：経営となり 地）i政府との1梵擦が少なくない。

③ 製，’1111の輸出ルート の確保ができなければ、

外貨収支がアンパランスになり経営がおぽつか

なくなる。この点については政府の外貨保有，＇，●：j

が妍えてきているので、以前に比ぺ問題は少な

くなってきている。

新しい外査祁入要綱は、 98年 1J J 1 r1から＇共

施されているものですが、これを95年度の外査

祁人要綱と比ぺると、次の点が修 lじされていま

す。

① 煤産物のなかで主要な地位にある食糧、

綿花、油料作物は、従来は奨励分野であったが、

新要綱では奨励分野でなく制限分野として取り

扱われる。この修正の背梨には上述した農産物

の相対的な過剰という1!il姐が関連している。

② 尿索、アンモニアのような化‘;I:}把料は奨

励分野でなくなったが、カリ 肥料は新要綱で奨

励分野に指迫された。

③ 食糀の乾燥、貯蔵、加工技術の祁入と新

設備の導入が奨励分野に指定された。現在、 4 

年連紐の食糀盟作で中国各地の貯蔵介庫は満杯

状態になっている。倉｝点にある食糀に補助金で

もつけて、輸出したらどうかという案が出てき

ているが、基本的に倉｝庫不足は否めない。

④ 生態哀境の整備と建設プロ ジェク トが奨

励分野に指定された。

以上、新1[Jの要綱を比ぺますと、 95年度の要

綱での制限分野は、 ①木材の加工と輸出、 ②近

海およぴ内陸水域の漁業の 2つだけあったのに

対し、今回は新たに食糧、綿花、油料作物の種

子の開発と生産が制限品目に入っております。

禁止分野は従来どおり 茶の加工だけで修正点

はありません。



海外農林業開発協力促道事業

民闊ベースの農林業投資を支援

（社）海外煤業開発協会は昭和50年4月、我が国の開発途上国などにおける農業の開発協力に寄与するこ

とを目的として、農林水産省 ・外務省の認可により設立されました。

以来、 当協会は、民間企業、政府および政府機関に協力し、梢報の収集・分析、調査・研究、事業計画の

策定、研條員の受入れなどの事業を積極的に進めております。

また、国際協力事業団をはじめとする政府機関の行う民間支援事業（調査、融査、専門家派追、研修且受

入れ）の晨業部門については、会負を中心とする民間企業と政府機関とのパイプ役としての役割を果たして

おります。

海外農林業開発協力促進事業とは

多くの開発途上国では、農林業が龍要な経済基盤の一つになっており、その分野の発展に協力する我が国

の役割は大きいといえます。そのさい、当協会では経済的自立に必要な民間部門の発展を促すうえで、政府

間ペースの開発援助に加え、我が国民間ベースによる煤業開発協力の推進も欠かせないとの見地から、昭和

62年度より農林水産省の補助事業として 「海外農林業開発協力促進事業」を実施しております。

1.優良案件発掘・形成事業 （個別案件の形成）

煤業開発ニーズなどが認められる開発途上国に事業計画、経営計画、栽培などの各分野の再門家で構成さ

れる調査団を派迫して技術的・経済的視点から開発事業の実施可能性を検討し、民間企業などによる晟林業

開発協力事業の発掘 ・形成を促進します。

2.地域別民間農林業協力重点分野検討基礎調査 （農業投資促進セミナーの開催）

煤業投査の可能性が高いと見込まれる地域に調査団を派遣して、当該地域の煤業事情、投査環境、社会経

済梢勢を把握・検討し、検討結果に基づく晨業開発協力の重点分野をセミナーなどを通じて民間企業に提示

します。

3.海外農林業投資円滑化調査 （情報の提供と民間企業参加による現地調査）

海外投査事業に関心を持つ企業の投資動向アンケート調杏および投査関連情報の整備 ・提供を行うとと

もに、 主に海外事業活動経験の少ない企業などを対象に、関心の高い途上国へ調査団を派造し、 当該国の煤

業開発ニーズ、煤業生産哀境などを把握します。

相談窓口： （社）海外農業開発協会

第一事業部

TEL : 03-3478-3509 
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農林水産省

国際協力計画課事業団班

TEL : 03-3502-8111（内線2849)
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